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私達の会社、トヨタ紡織は刈谷に本社を置き 創業者：豊田佐吉の人づくり・ものづくり・

技術開発を念頭に上質な室内空間を提供する為、自動車内装部品をはじめ、

航空機シート、新幹線シートを手掛ける内装サプライヤーです。

私の勤める猿投工場は、紅葉のライトアップが有名な香嵐渓、トヨタスタジアムもある

愛知県豊田市にあります。敷地内には4つの工場があり、シートの骨となるフレーム、

シートカバーなど自動車シートの単品から組付け完成まで一貫生産できる工場です。
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私達の職場は、フレーム製造部デバイス製造課に所属します。

業務は大きく分けて3つあり、仕入先メーカーの部品受入、製造工程への部品供給、

猿投工場敷地内にある工場間の部品運 を後工程を止めないよう日々業務に

励んでいます。

構成人員は7名 平均年齢が45歳と高齢化 リーダーからQCC問題解決の手法を

学びながら若手と共に活動を行い「全員参加で目標高く」をスローガンにサークルの

活性化を目指しています。個人別レベル評価は、専門技能は強いが、QC手法、

向上意欲、関連部署との連携が弱点でCランクとなってます。

QCサークルでは、中堅メンバーとしてサークルを盛り上げる為、日々奮闘しています。

趣味のルアー釣りで培った辛抱強く何度も挑戦・何度もトライ！をモットーにQC活動に

取り組んでいます。宮嶋アドバイザーから 「今までの経験を生かして今回テーマリーダーを

やってみない』と進められました。自らのスキルUPの為にもテーマリーダーをやってみる

ことにしました。

4月度のサークル会合にてさまざまな意見が挙がり、そんな意見の中、上司に困り事から

優先順位を決めれずどうしましょう・・・と相談、課方針で「安心して働ける工程づくり』から

考えてと意見をもらいました。マトリックス図を使用してサークルニーズ・重要度・緊急度・

実現性から評価した結果、総合評価が一番高かった”牽引台車の騒音がうるさい”から

「牽引台車の騒音低減」をテーマと決めました。
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初めに現 把握① 牽引台車による運 作業について説明致します。

先頭は、人の操作 しでも走行できる 人  車です。次に、シートを前後に動かす

レール部品のシートトラック運 台車になります。次がシートの構成部品となるプレス品の

プレス品運 台車です。最後が空箱運 台車を連結して 各工場に運 供給する

作業の事をいいます。 この  車の牽引する台車の騒音が、今回、問題となっております。

現 把握② 騒音場所調査になります。猿投工場全体の写真です。 人走行車の運 

ルートは第1工場 → 第2工場 → 第3工場 → 第1工場の順に運 します。今回

音圧測定器を使い騒音発生 合調査 屋根がトンネル型になっている為、音が反響しやすい

第1工場入口、出勤者、お客様など人の往来が多い第2工場、工場事務所があり

一日中お客様の往来する第3工場、3つのルートで各5カ所測定を実施。すべてのルートで

80dBを超え、中でも第1工場が88dBと一番音圧が高いことがわかり、場所別で調べた結果も

第1工場の①地点付 が1番うるさく音が響くことがわかりました。

現 把握③ 路面 態について物差しを片手に調べてみました。

段差をあるとこを片っぱしに図って調査しました所、1番段差の高いとこ は15mmあり、

段差が低くなるにつれてdBも下ることが分かりました。 ェックシートで測定箇所を

集計した結果、第1工場前が路面  が悪いことが分かりました。

現 把握④ 88dBが一般 にどのくらいの騒音か調査しました。会社規定では80dB

以上が騒音となります。日常生活で一般 な騒音レベルを調べてみた所、88ｄBは

大声による独唱犬の鳴き声に く、極めてうるさいレベルであることが分かりました。上位方針の

「安心しては働ける工程づくり」をするためにもまず80dB以下にして ンランクダウンを目指そう！

と活動がスタートしました。

現 把握⑤台車の音圧調査です、運 台車については平台車、コンテナ車、

イレクターパイプ台車とあり、平台車の走行音が一番大きいことがわかりました。台車の材質、

タイヤの材質、形 の特徴を比較すると鉄製台車でウレタン製のタイヤ、天板面積が大きい

と音圧が大きくなる事がわかりました。

次に運 部品別について調査です。プレス品、シートトラック、空箱とあり、プレス品が

一番音圧が大きいことがわかりました。運 物の材質、単品重量、運 中の荷の動きを

比較すると鉄製で単品が軽く隙間が大きく荷姿は部品同士が当たり音圧が大きくなる

ことがわかりました。

続いて目標設定、 10月に新車種立ち上げの為9月末までに運転台車の走行音を

現 の騒音レベル「極めてうるさい」から「うるさい」にレベルまでランクダウンするため、

80dB以下（会社規定以下）にすることを目標に掲げ、 計画を立て、

 集団グループで活動し、フット ーク良く活動出来るように計画しました。

台車から88dBの音が発生している所の要因解析を行いました。音が発生するメカニズム

には繋がりがあると思い、因果関係を明らかにする為、連関図法にて解析を行い

1人3票の要因を投票、その結果、①路面が凸凹で跳 る ②天板が太鼓の様に振動

している ③車輪の材質が音を伝えやすい ④部品が暴れる、以上4つの要因にしぼり込み、

早速対策案の検証実施。

                

             

    

      

                      

 タンを し 動

次の工場まで自動  

シートの前後スライド部品

台車に めて運 

鉄板を加工した部品

 要   て運 

連結して各工場に運 ・ 達

後工程はお客様

後工程に  を掛けないよう

部品を けるのが 務！

         

   
    

                

    

     

 会社規定 騒音   ｄ 以上

    

       

     
       

             

                  

              

                         

                 

                          

     

           

                      

            

       

    
     

     

      

       

                  

               

 

                   

 

        

     

                     

新
車
種
立
 

上
 
 
運
 

回
 
 
加

    

    

           

目標

計画活動 工程の しい人と 経験者を組み合わ る

  月に新車種立ち上げにより運 回  加するため

 人 でフット ーク
良く活動しましょう

 ェックシートなど
 つ  使って
調査・解析

 解

                  

    

                    

（ｄ   ェックシート

路面 態   部    段差  部 段差 し路面

・計測場所を

ルートマップに

 入

・ｄ の大きさで

 分け

    

        

工機
工場

    

 

 

 

   
    

社内      

音圧 ｄ  
測定器

    
  

 

 

 

  

  

 

  

 

 
 

    

第 工場  第 工場     
第 工場  第 工場     
第 工場  第 工場     

各 カ所測定

               

     

            

  
    

鉄板が  

鉄板が い

 に まれい
る

重量が重い

箱型がス ードの
様に  されれる

平らな面積が
大きく ど大きくなる

ス ードが早い

ス ードが分からない

屋内    以下

屋     以
下

  速度
ルールは有り

走行速度は速いと
音が大きくなる

 える も
  が低い

ルールを知らない

 える  が い

  がされてない

音に対する
意 が低い

材 は鉄

台車が音を
  さ る

天板が太鼓
の様に振動している

天板から
  り音がする

天板の  が
点付け

板 は い

天板の み 止

台車から音が
発生している

標     

規 は  ｄ 以下

台車の牽引運 
しているから

工場間が
 れている

部品同士が当たり
音が発生している

車輪の種 

      
                 

 が さい

  でス ード
が出 い

部品間の隙が大きい

形 が平らな
 ど響きやすい

部品が軽い

      

部品が さい かん んを るタイ ング

 れかん んの量

箱が さい

形  に入らない」

専用レーンが い

 用が掛かる

路面の  は が多い
  が間に合わない

路面が凹 

  性が い

台車跳 る

連結部の  
音

材質 鉄製

タイヤが れる

トラックの走行が多い

鉄板が  

鉄板が い

 に まれい
る

重量が重い

箱型がス ードの
様に  されれる

平らな面積が
大きく ど大きくなる

ス ードが早い

ス ードが分からない

屋内    以下

屋     以
下

  速度
ルールは有り

走行速度は速いと
音が大きくなる

 える も
  が低い

ルールを知らない

 える  が い

  がされてない

音に対する
意 が低い

材 は鉄

台車が音を
  さ る

天板が太鼓
の様に振動している

天板から
  り音がする

天板の  が
点付け

板 は い

天板の み 止

台車から音が
発生している

標     

規 は  ｄ 以下

台車の牽引運 
しているから

工場間が
 れている

部品同士が当たり
音が発生している

車輪の種 

      
                 

 が さい

  でス ード
が出 い

部品間の隙が大きい

形 が平らな
 ど響きやすい

部品が軽い

      

部品が さい かん んを るタイ ング

 れかん んの量

箱が さい

形  に入らない」

専用レーンが い

 用が掛かる

路面の  は が多い
  が間に合わない

路面が凹 

  性が い

台車跳 る

連結部の  
音

材質 鉄製

タイヤが れる

トラックの走行が多い



次に要因の検証2 ③車輪の種 で音を伝えやすいについて

現在使用中車輪は４種 、ｄBを再測定、硬いタイヤはｄBが高くなってしまい評価は×

ゴムキャスター（空気入り）は静かで評価は〇 ノーパンタイヤも評価は〇 この 種 で決定。

次に ④材 が暴れてしまうについては隙間のある荷姿が暴れていることが確 出来ました。

要因の検証1、①路面の凸凹で台車が跳 るの検証

段差の落差で台車が跳 たり、飛んだりする症 を確 することが出来ました。

②天板が太鼓の様に振動しているについてですが、天板の補強の ない物 ど振動が

大きく音圧が高いことがわかりました。

次に対策案の検討です。

牽引台車の騒音を さくするには 系統図にて効果、コスト、実現性、時間で評価した

とこ ,点 の高かった、①タイヤの種 変更と②台車構造変更を計画 に対策を

進める事に決定。

対策実施①要因の検証2で音圧測定の結果、ゴムキャスター・ノーパンクタイヤに決めましたが

  性が高くメンテが ない方が良いと言う意見、タイヤの  性は？をトライして確 する

ことにすると、アドバイザーからの助言があり、破損  を調査した所、ゴムキャスターの方が

破損率が高い為、  性を考えてノーパンクタイヤを採用。効果としては、79dBに低減する事

が出来ました。

次に対策実施2-1、対策① 台車の構造を確 ,音が反響するようになっていることが

わかりました。 ②材質検討 台車の荷台にトライ材を置き運 トライ実施、いずれも良い

結果をえることはできず、その中でも樹脂材が1番音圧が さいとこ から、受入にたくさん

ある樹脂パレットと台車を組み合わ て、 樹脂パレットを台車の天板部分に利用する

発想が生まれました。 樹脂パレットにタイヤ・金 を取り付け組み合わ てた樹脂パレット

台車が完成 しました。

しかし問題発生、台車走行中に破損。なぜ破損したのか? ルアー釣りの経験で学んだ、

何度もトライ！の精神で樹脂パレットを固定してラッシングベルトで引っ張って調査した結果、

面で受ける部分は強いが引っ張られる力は形 が網目 の為 ンポイントで力が加わると

弱く、割れてしまうことがわかりました。破損対策として鉄骨 台車作成してトライ実施。

しかし、走行音は82dBと上がってしまいました。

現 の問題点は「うるさい、重い、スペースを取る」、強度を求めたら騒音レベルが上昇

更なる  案出しを実施、会合で、「騒音も低減したいけど、作業も楽に使わない時は

収納できると良いよ ！」と次目標を目指し検討 フレームとの干渉を減らす為、設置面を

減らし、分割式で材 量も低減し軽量化フレームを考案、樹脂パレットを挟み込んで

使用出来るように 良しました。

分割式の台車が完成しました。

みんなの意見からパレットを面で固定できるフレームを作成、パレットをフレームに

挟み込 ようにセットすると台車に変形、しかしメンバーから、2つに分かれているから

1人で組み立てるのが大変！と意見があがりました。
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真因じ ない 

タイヤの 響が大きい！

種 で結構変わるから

真因だ 

 車輪の種 で音を伝えやすい

タイヤの種 の検証



うちにあるおもち でこんながあってさぁ、この機構で作れないかな～と提案。

しかし提案したもののうまく作成出来ずに  組の平山さんに相談しました。

伸縮自在を可能にし、使用しない時は収納モードに変形が可能な「のび～る君」を考案！

対策実施のまとめ 破損、 良を重 、   、 、 と 良の結果、樹脂パレット台車

が完成しました。対策実施 ノーパンクタイヤの  と樹脂パレット台車作成で騒音

72dBまで低減することが出来ました。

騒音効果の確 としまして 対策を重 ることで 走行音80db以下を達成、

目標達成することが出来ました。現在も 続中です。

現 把握で測定した測定ポイント3か所ともに 80dB以下を達成することできました。

副効果として、効果① 重筋作業低減、  前人力で台車を し動き出すまでの力

90Nの力が 要だった   後、台車重量60kg低減した事で35Nの力で動か る

ようになり約60%低減 効果② スペース縮   前 1.4平方m/台 要

  後 0.3平方メートル/台 約80%低減 メンバーも大満 ！

標 化としまして、 ェックシートにキャスター破損 回/W、騒音レベル確  回/M

項目を追 しいっています。

要領書に追 し、周知徹底するため  も実施。

トヨタ紡織グループ内ですがグローバル展開もしております。

普段気に止めていなかった騒音対策、作業が楽になり、メンバー全員で取り組んだ事で

何事にも取り組もうとする意 が向上が出来サークル評価もQC手法、考え方が向上し

関連部署とも連携が取りやすい関係なりました。目指していたBランクに上がることも出来ました。

私事ですが、活動後は3.4と個人でもBランクにランクUPすることが出来ました。

今後は今回の活動で得た経験をさらに生かしメンバー全員で楽しい職場で楽して

作業能率を上げる ャレンジをしていきます。

振り返りとして、 良かったことは関係部署と連携して消音・軽量化と作成出来とても

満 しています。苦労したことは、意見が出ず連関図がなかなか苦戦しました。

今後は若手と仲良く意見を出し合いQC手法を使いこな るサークルを築いていきます。

次回テーマは 番目に点 が高かった「部品投入作業低減」について取り組んでいきます。

             

      

             

  組：平山

     

 人で収納  人で組み立て

樹脂パレットを し前後のフレームを  とコンパクトに

                  

 材質 形 の変更

            

         

          

     

樹脂パレットに変更

     

伸縮変形自在の形 変更

      

 

 

     

フレームで樹脂パレットを挟み込 

 対策結果 

対策実施          を採用する

対策実施 樹脂パレット台車

効果   ｄ 
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第 工場 第 工場

                 

各工場の測定結果

第 工場

                
       

           

                     

      
               

             

                
            

    

    

             
        

         

            

          

            

                                    

     

     

 
 年の困り事を  する事が出来

たがもっと早く行うべきだった
みんなの困り事に ャレンジし
課方針にも  出来た

テーマ 定

 
い んな場所に調査し時間が
掛かった い中大変だった

現地・現物で体 しながら
把握出来てた

現 把握

メンバーのスキルを見な
がら計画を立てていく

年 メンバーの動きが かった
工場規定内に目標を
目指し活動が出来た

目標の設定

       
      

           
               

メンバー全員で要因解析の
  問を行った事によりレベルが

上がり真因にたどり いた
要因解析

台車を 展し
標 化していく

トライを り返し
何度も見込みを入れて作成

牽引台車の騒音案出しで
真因追 出来た

対策案検討

 
強度の問題をクリアしたことが

とても大変だった
         

             
対策実施

サークルレベルを把握し
強み、弱みを い出す

 
目標を達成出来、す い軽量化も

出来て運 も楽になり最高
効果の確 

 台車を 部署に 展する
 ェックシートで 標 化  周知徹底 
   の定  を行う事が出来た

標 化
  の定 

  の                     

 

 

 

 

 

  

 

     

 

 

 

 




